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目録番号

図書名称 該当頁

１ 2022/1/26
NS2-添2-003-

02

耐震(計算
書)(Ⅵ-2-3-2-

1)
Ⅵ-2-3-2-1 燃料集合体の
耐震性についての計算書

－

ＭＡＲＣの代わりにＡＮＳＹＳを用いることができ
る理由として，応力評価モデルが同一であり，入
力条件も同等な設定が可能であるという説明を
しているが，これらが同等であることをもってＡＮ
ＳＹＳを用いることができるとする理由を詳細に
説明すること。

今回回答
2.6 検討結果に，ＡＮＳＹＳとＭＡＲＣの比較評価結果より同等であり，ＡＮＳＹＳを用いるこ
とができることを追記しました。

NS2-補-027-10-19改01「地震時における燃
料被覆管の閉じ込め機能の維持について」
P.6

－

2022年5月26日
NS2-他-131

島根原子力発電所第２号機　指摘事項に対する回答整理表（耐震計算書：燃料集合体）

Ｎｏ． 指摘日

資料の該当箇所

コメント内容 回答日 回答
資料等への
反映箇所

備考
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No. 図書番号 図書名称 該当頁 適正化内容 提出年月日 備考

1 NS2-添2-003-02改01
Ⅵ-2-3-2-1 燃料集合体の耐震性について
の計算書

目次,P.16,19,20

以下のとおり適正化しました。（下線部参照）
（旧）   5.4.3　検討内容

5.5.4　検討内容
5.6　検討結果

（新）   5.4.3　評価結果
5.5.4　評価結果
5.6　まとめ

2022/5/26 ー

2 NS2-添2-003-02改01
Ⅵ-2-3-2-1 燃料集合体の耐震性について
の計算書

P.7,25

以下のとおりｇの記載を適正化しました。（下線部参照）
（旧）　ｇ　重力加速度
        ｇ

（新）　ｇ　重力加速度（＝9.80665）

        ｇ

2022/5/26 ー

3 NS2-添2-003-02改01
Ⅵ-2-3-2-1 燃料集合体の耐震性について
の計算書

P.9,10 図2－1及び図2－2を鮮明なものに適正化しました。 2022/5/26 ー

4 NS2-添2-003-02改01
Ⅵ-2-3-2-1 燃料集合体の耐震性について
の計算書

P.12

「3.燃料集合体の地震応答解析」の記載について，設計用地震力はⅥ-2-1-7「設
計用床応答スペクトルの作成方針」に基づき設定することを記載し，地震時に燃料
集合体に要求される制御棒挿入性，崩壊熱除去可能な形状維持及び燃料被覆管
の閉じ込め機能の維持の評価においては，基本ケースの最大応答相対変位及び
最大応答加速度に対し，材料物性の不確かさ等を考慮した値を用いることを記載
しました。

2022/5/26 ー

5 NS2-添2-003-02改01
Ⅵ-2-3-2-1 燃料集合体の耐震性について
の計算書

P.15,43,44

「図5－4 ジルカロイ-2 降伏応力及び引張強さの設計値（公称値＊）（９×９燃料
（Ｂ型）スペーサ間及びスペーサ部）」を「図5－4　ジルカロイ-2降伏応力の設計値
（公称値＊）（９×９燃料（Ｂ型）スペーサ間及びスペーサ部）」及び「図5－5　ジルカ
ロイ-2引張強さの設計値（公称値＊）（９×９燃料（Ｂ型）スペーサ間及びスペーサ
部）」に修正しました。

2022/5/26 ー

6 NS2-添2-003-02改01
Ⅵ-2-3-2-1 燃料集合体の耐震性について
の計算書

P.15～17,19,
44～53

「図5－5　ジルカロイ-2引張強さの設計値（公称値＊）（９×９燃料（Ｂ型）スペーサ
間及びスペーサ部）」の追加に伴い，図番号を適正化しました。

2022/5/26 ー

7 NS2-添2-003-02改01
Ⅵ-2-3-2-1 燃料集合体の耐震性について
の計算書

P.21
表5－2 に記載している許容限界は，「実用発電用原子炉の燃料体に対する地震
の影響の考慮について（平成29年2月15日,原子力規制庁）」に基づき許容限界を
設定することを記載しました。

2022/5/26 ー

島根原子力発電所第２号機　工認記載適正化箇所（耐震計算書：燃料集合体）
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No. 図書番号 図書名称 該当頁 適正化内容 提出年月日 備考

8 NS2-添2-003-02改01
Ⅵ-2-3-2-1 燃料集合体の耐震性について
の計算書

P.22,24

加速度は，Ⅵ-2-1-7「設計用床応答スペクトルの作成方針」に基づき設定すること
を記載しました。また，燃料集合体変位はⅥ-2-2-1「炉心，原子炉圧力容器及び
原子炉内部構造物並びに原子炉本体の基礎の地震応答計算書」に記載の値を燃
料被覆管の閉じ込め機能の維持に関する評価にのみ使用することを記載しまし
た。

2022/5/26 ー

9 NS2-添2-003-02改01
Ⅵ-2-3-2-1 燃料集合体の耐震性について
の計算書

P.41～44 図5－1～図5－6の図の体裁を統一しました。 2022/5/26 ー

10 NS2-補-027-10-19改01
地震時における燃料被覆管の閉じ込め機能
の維持について

全般 補足説明資料の構成（関連図書の説明）について適正化しました。 2022/5/26 ー

11 NS2-補-027-10-19改01
地震時における燃料被覆管の閉じ込め機能
の維持について

P.10,11
「表2.4－1　ＭＡＲＣ及びＡＮＳＹＳによる下部端栓溶接部の応力評価における解析
入力値」の体裁（行のずれ等）を適正化しました。

2022/5/26 ー

12 NS2-補-027-10-19改01
地震時における燃料被覆管の閉じ込め機能
の維持について

P.24～26

「図4 ジルカロイ-2 降伏応力及び引張強さの設計値（公称値＊）（９×９燃料（Ｂ
型）スペーサ間及びスペーサ部）」を「図4.2－4 ジルカロイ-2降伏応力の設計値（公
称値＊）（９×９燃料（Ｂ型）スペーサ間及びスペーサ部）」及び「図4.2-5 ジルカロイ
-2引張強さの設計値（公称値＊）（９×９燃料（Ｂ型）スペーサ間及びスペーサ部）」
に適正化し，図4.2-2～図4.2-5の体裁を統一しました。

2022/5/26 ー

13 NS2-補-027-10-19改01
地震時における燃料被覆管の閉じ込め機能
の維持について

P.28 加速度「G」の記載方法について，SI単位（m/s2)に適正化しました。 2022/5/26 ー

14 NS2-補-027-10-19改01
地震時における燃料被覆管の閉じ込め機能
の維持について

P.28
以下のとおり適正化しました。（下線部参照）
（旧）島根原子力発電所２号機
（新）島根原子力発電所第２号機

2022/5/26 ー
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